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自治会・支会事例集の発行にあたって  

 青 梅 市 内 に は 、平 成 ３ ０ 年 度 現 在 １ １ の 支 会 、１ ７ ０ の 自 治 会 が

あ り 、そ れ ぞ れ の 地 域 特 性 に あ っ た さ ま ざ ま な 活 動 を 展 開 し て い ま

す 。  

魅 力 あ る 自 治 会 ・ 支 会 活 動 を 事 例 集 と し て ま と め 、 活 発 に 取 り 組

ま れ て い る 自 治 会 活 動 を 広 く 市 民 の 皆 さ ん に お 知 ら せ す る こ と と し

ま し た 。  

 各 自 治 会 の 活 動 内 容 や 、地 域 の 安 心・安 全 の た め の 防 災 活 動 な ど

を 掲 載 し て い ま す の で 、 自 治 会 活 動 の 参 考 に ご 活 用 く だ さ い 。  

青 梅 市 ・ 青 梅 市 自 治 会 連 合 会  
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第１支会 裏 宿 町 

◇裏宿町１丁目自治会

◇裏宿町２丁目自治会

裏宿町文化祭の開催

 裏宿町自治会では、毎年１１月に町内相互の親睦をより一層深めると

共に、裏宿町の文化の発展と高揚を図るために、町内の文化祭を開催し

ています。

 町内の方が作った作品や、家にあるお宝などを出品して頂くのと、毎

回テーマを決め企画展を開催しています。文化祭実行委員会の委員が企

画展のテーマに沿った調査を行い、冊子を作成しています。

 また、ご来場いただいた方には、作成した冊子をお渡ししています。

 初日には、齋藤愼一先生（元青梅市文化財保護審議会会長）を講師に

迎え、当町に関係するテーマで特別講演会を実施しています。

都立多摩高校文化祭に参加

 町内には、都立多摩高校があります。

 毎年９月に開催される多摩高文化祭に、町内の展示コーナーを頂き、

町内の紹介をしています。

 また、町内の囃子保存会（囃子連）が多摩高文化祭の開会式で生徒全

員や先生に、一般公開日には、来場者の方に囃子の演奏を聞いて頂き、

お祭りの楽しさを紹介しています。

都立多摩高校との連携活動

５月の青梅大祭には、校長先生はじめ先生方にご協力を頂き、大勢の

生徒さん達に山車を曳いていただいて、青梅大祭を楽しんで頂いていま

す。

また、多摩高の防災訓練には、自治会・裏宿梅園会（老人会）の方が

参加して、生徒さん達と一緒に避難訓練などを行い、多摩高に備蓄され

ているアルファ米の試食などをしています。
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第1支会　　天ヶ瀬町自治会

町内活性化への試み

自治会　会長　山下　裕

私が自治会長を担当する前から天ヶ瀬町は年配者の会の「楽寿会」が色々と自治会館を

使って活動しておりました。 災害時のためにと大型のテレビが入り、チップインマイクでの

カラオケも入っておりました。

そうこうしているうちに、会館の音響アンプが壊れ、楽寿会に限らず、若手の団体が自治会

館を利用するにも支障が出てきました。

仕方なく自治会館に音響設備を入れられることとなりましたが、どうせ入れるなら大手カラオ

ケ会社のリース機の機材を選択、色々と反対もされましたが、老人向け健康体操のコンテン

ツやら、忘年会などで盛り上がるビンゴゲーム、通信カラオケのため曲目は何でもあり、歌い

手の歌唱力も採点されたりで、反対していた方々も今では喜んで使っているようです。

毎月の資源回収の報奨金でリース料は賄えており、自治会費を支払いに充てることはありま

せん。

結果として、カラオケを定期的に利用するサークル（50代～80代）の会が3団体あり、なかで
も「天ヶ瀬サロン」として活動する皆さんはカラオケは元より、踊りなども取り入れて毎週火曜

日の昼下がりに活動しています。 家の中に居てあまり外出されなかったご年配の方も参加

して頂いているようです。

独居老人対策等にもなるかと感じております。

また、資金源の資源回収の参加率ですが、カラオケ機を利用しているメンバーは参加せざる

を得なくなりました。 それまでは40名程しか参加が無かったものが、毎回60～70名の参加
を見るようになりましたが、これは資源回収の報奨金が分配される町内の主要3団体で、月
毎に責任担当月制を取ったためで（回収車両の借り受けから全てを用意する）それぞれが他

の団体への配慮をして協力するため横の繋がりも良くなったと思います。

今後も自治会館を活用して町内の活性化を促進いたします。

皆さんが参加しやすい自治会にするのは、なかなか難しいことですが、まずは出られない方

に声掛けからでしょうか。
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　大柳町は隣近所の繋がりと、笑顔あふれる明るいまちづくりをスローガンに取り組んでいます。

　大柳町には自治会・柳寿会・共和会・子供会・今年度より発足した大柳町八坂神社保存会と
5つの各種団体で活動しています。
年度初めには5団体の三役が集まり、情報交換の場として懇談会を開催しています。
　今年の共和会は囃子連70周年、歯元30周年にあたり、記念行事を計画している報告がありました。
記念行事では山車を町内引きしたいとのことで、自治会と共和会で青梅警察署と協議し
町内引きの許可を得て、9月16日に記念行事で町内引きを行いました。

青梅警察署長も挨拶に来て頂きました

　大柳町では毎年一回自治会主催で研修会を行っています。
昨年は防犯対策として、青梅生涯学習まちづくり出前講座で『振り込め詐欺被害を防止するために』
というテーマで、青梅警察署生活安全課に講師を依頼し、10月末に開催しました。
　今年は大型台風や地震が多く発生し各地で甚大な被害が発生した事もあり、昨年と
同様に青梅生涯学習まちづくり出前講座で『青梅市の防災対策～自助・共助・公助』というテーマで、
青梅市役所の防災課に講師を依頼し、11月4日に釜の淵市民館で開催しました。

研修会の様子

自治会長　　清水　隆司　　　世帯数　　247世帯　　　役員15名　　　組長25名

町内引きの様子

研修会の様子

第1支会　大柳町自治会
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第二支会「防災マップ」作成 

 第二支会は、駒木町、上長淵、下長淵、友田町、千ケ瀬町地区に合計２５の

自治会があります。その２５の自治会は、前途の５地区に分かれそれぞれ連合

自治会を組んで各種の活動をしております。防災訓練も同様に９月から１２月

の間に各連合で実施しておりますので、支会全体の防災訓練は、重複になると

考慮し実施しておりません。 

しかしながら、支会全体として何か防災事業を展開することが必要であると

の思いから、平成２９年度において第二支会全２５自治会の地域における一時

避難場所や避難所、消火栓および緊急連絡先等を掲載した防災マップを作る事

といたしました。各自治会において、地図に消火栓、消防器具箱およびＡＥＤ

等の所在場所を確認しながら地図を作成いたしました。 

 完成した防災マップは、平成３０年３月４日に開催された防災講演会におい

て説明配布いたしました。平素より 

この様なマップを常備することで 

防災意識の向上が図られると考え 

ます。マップの表は、第二支会独自 

の防災マップ、裏は、青梅市の 

ハザードマップとなっております。 

 なお、この防災マップは、 

青梅市自治会連合会のＨＰから 

ダウンロードできますので御活用 

ください。 

この事業は、東京都地域の底力発展事業
助成により実施しました。 
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第 3支会 野上第２自治会

新しい自治会活動について
自治会長 池田公男   世帯数 １５２世帯 

野上第２自治会は、平成２９年度に役員の改選があり、私も新任の自治会長を仰せつ

かりました。その際、他の役員をお願いする中で、体育部長をお願いに上がった際、

「地域の皆さんの健康について助力出来たら」と、いう事で、体育部長をお願いしまし

た。 

その健康についての助力活動とは、血管年齢と骨密度の測定です。 

測定を行うことにより、コンピューターがはじき出した、ご自身の体の状態を知って頂き、

また、色々なコメントが出ますので、日常生活の参考にして頂けたらと思います。 

測定会場は、自治会主催の夕涼み会、ファミリーゴルフ大会会場で行いました。 

子供から大人、ご年配の方々が集まる催しで実施しております。 

初めての時は、興味本位、おもしろ半分で測定に参加されていましたが、会が進むに

つれ、測定される方も増えて来ました。 

ふるさと祭りの体力測定コーナーでも行っております。 

人差し指を測定器に差し込み測定中（血管年齢測定） 
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野上第三自治会活動の紹介

野上第三自治会

野上第三自治会は青梅街道を挟んで、野上 3丁目と野上 4丁目の会員で構成されています。

大門地区では比較的新しい住宅地として開発されました。そのため、分譲住宅や集合住宅へ

の他地域からの転入者が多い特徴があります。 

〇自治会会員数  ２２０世帯（平成３０年度 加入率約１２％）

〇活動の紹介

 今回は、野上第三自治会のイベント等で出店する「たこ焼き」を紹介します。

 「たこ焼き」の担当は、毎年、自治会の「新緑祭り」「夏祭り」のイベントの時に、長年

のベテランとその年の組長さんに担っていただきます。当然、初めて「たこ焼き」を焼く

方々も多く、最初は恐々取り組んでいますが、ベテラン勢の指導もあり、徐々に旨く焼け

るようになります。焼いている時は立ちっぱなしで、鉄板からの熱気もあり結構大変な経

験ですが、焼き終わった時は、皆さん充実した顔になっています。

 また、市役所で開催の「お～ちゃんフェスタ」や今寺グランドでの「フードフェスティバ

ル」、大門市民センターでの「ふるさと祭り」にも、野上第三自治会員の他の有志にもご

協力いただき、毎回１０名以上で参加しています。

〇他の自治会同様、自治会への加入者の減少、会員の高齢化を原因とした退会者の増加等自

治会運営は益々厳しい状況ですが、自治会の行事で行う「たこ焼き」、「焼きそば」、

「ポップコーン」、「かき氷」等の催し物の経験を通じて、自治会員の交流を深め、地域

の安心・安全に繋げていきたいと思います。

野上第三自治会

会長 和山 満雄
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梅郷１・２丁目地区は梅郷で一番小さい自治会ですが、近年は住宅が数
多く新築され、所帯も多くなっています。自治会の新規加入の勧誘を積
極的に行って行きたいと思います。

今回は下郷のお祭りを紹介いたします。

下郷のお祭りは他の梅郷地区と違い山車や神輿はなく、現在は三匹獅子
舞を中心にしたお祭りになっています。神社は３神社あり、三社祭典と
して行っています。下郷祭典委員会主催により、自治会役員
中心として祭典を行っています。

昔は３神社と三匹獅子舞との結びつきは無かった
が、後に三社祭典で演じるようになりました。

三匹獅子舞は今から１８０年前疫病除けに舞ったの
が始まりと言われています。

舞うのは、小学生の棒使い４名、花笠４名を含め獅
子、笛、唄い手の約２０人前後で演じております。

祭典では三匹獅子舞を演じた後、３神社及び各家
を廻って、家の中に入り悪魔払いを行っています。

下郷のお祭りだけでなく、１０月の下山八幡神社例
大祭、３月の観梅市民まつりにも演じています。
昭和４４年に青梅市無形文化財（市伎芸）に指定され
、文化財という面からも、保存しております。
一度ご覧いただければと存じます。
今後も獅子舞を通して地域の親睦を図り、コミュニケーションを深める
ことが出来ればと思っています。

下郷の三匹獅子舞

（各家への飛込み）

（三匹獅子舞）

第４支会 梅郷１・２丁目連合自治会

連合自治会長 原島 昌男
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第４支会 梅郷 3,4,5 丁目連合自治会

ハリキル！初の女性体育部長 

梅郷三丁目自治会長 西村 孝芳

梅郷３丁目には 会長・副会長と共に会務を執行する幹事が６名います。幹事は隣組・体育・祭典の３つ

の係を各２名ずつが担当しております。従来も女性の幹事さんは多数いましたが、新年度になり初めて女性

体育担当が誕生しました。自治会の体育担当幹事は梅郷地区体育振興会の体育部長を兼ね、各種体育行事の

企画・進行、又 選手を集めてのチーム編成、練習などを取りまとめています。今回の二人は中学時代のな

かよし同級生で、ハリキッテいます。 

これまでの感想と これからの意気込みを聞きました。 

男性の中で初の女性と言うことで「大

変ですね」と、言われますが本人達はさ

ほど自覚していません。自治会の中の１

つの役割として仕事をしています。会議

のある日は少しバタバタします。仕事か

ら帰り夕食の支度・小２の娘の宿題等の

チェック。翌日の準備をさせ、場合によ

れば娘も会議に参加させています。娘は

自治会が好きなようです。 

例年通り！慣例だから！に、とらわれ

ず、今後の自治会に参加しやすくするた

めにも生意気ではありますが、改善すべ

きところは提案し、検討できるようにし

たいと思います。体育部長なので スポ

ーツにかかわる仕事です。いい機会なの

で、自分の健康と体力向上を心がけたい

と思います 

福田 洋子さん 

１０月７日（日曜日）に、１年の最大の

イベント！市民運動会が終わりホッとし

ているところです。初の女性体育部長と言

うことですが 都合よい事、よくない事も

あります。しかし、他地区の体育部長さん

達に助けてもらいながら 割と楽しくや

らせてもらっています。３丁目の会長・副

会長にはいつも言いたい放題で 二人を

困らせているかもしれません。何よりも一

緒に体育部長となった福田さんには だ

いぶ感謝です。仕事の８割？・・・いや９

割？はしっかりやってくれていますので、

ありがとうです。来年も引き続きやらせて

いただきますが、なにせ主婦もやりながら

ですので、自治会に関わる全ての皆様・・

無理なく頑張ることもしませんが、どうぞ

よろしくお願いします。 

松尾 実和さん 

高齢化が進む自治会。そして 体育行

事の選手招集も難しくなっている現在 

女性の目で見た体育行事の進め方、又、

自治会のあり方にも一石を投じてくれ

るのではないかと 期待しています。 

男性体育部長と共に運動会進行！ 

右から二人目 後姿の福田さん 

      三人目 正面の松尾さん
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第五支会 二俣尾四丁目自治会 

多摩川一万人清掃大会への参加とバーベキュー大会 

毎年 8月初旬に多摩川一万人清掃大会が行われ、多摩川に沿う第五支会の一自

治会として参加しています。当日は御岳の本会場に行く人と自治会管内で清掃を行

う人に分かれて活動し、自治会管内では、美化デー活動ではやりきれない場所の草

取り、草刈や清掃を行っています。 

この活動は 11 時頃には終了するので、続いて、自治会館近くにある｢武蔵野市民

の森自然体験館｣の施設をお借りして、平成 27 年から毎年バーベキュー大会を実施

してきました。今年で 4回目となり、参加者は例年と同様 88 世帯中 25 世帯の約

30 名でした。年齢制限はなく会費は一人 1000 円、中学生以下の子供及び 80 歳以

上の人は無料としています。また、子供達にはスイカ割りなど楽しめるよう工夫も

しています。日頃、それぞれの生活で忙しく、同じ地域にいながら互いにあまり話

をしていない人たちが集い、趣味の話、生活上の話、自治会活動の話など自由にお

しゃべりし、楽しい一時を過ごしています。   

    食べ物の準備            楽しい語らい 

         子供達によるスイカ割り 
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　　　　第5支会　　二俣尾5丁目第1自治会

　　　　４９世帯　　自治会長　　新井　道夫

　二俣尾５丁目第１自治会は、平溝川流域に位置し高水山の入山
コースとして、多くのガイドブックに紹介されている風光明美な地域
です。
　その私たちの大切な里山も、数年来不法投棄が散見される状況
にあります。
　この貴重な自然環境保護のため、不法投棄防止とパトロールを兼
ねた美化活動を、毎年５月と１２月に年２回実施しております。

　不法投棄が・・・ ロープとカゴで引上げ

　　収集 分別

　長年の活動の成果により、年々不法投棄は減ってきておりますが
不法投棄とゴミのポイ捨てゼロを目指しこれからも活動を継続して
まいります。

美しい自然環境保護と不法投棄の防止のために

作業を終え廃棄場へ

環境・美
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地域貢献     

第 5 支会 御岳山自治会 会長 久保田英明 

この地域は青梅市御岳山の山上に位置し、約 130 人全 36 戸が自治会員として

暮らし、武蔵御嶽神社を中心に年間約 50 万人が訪れる観光地として、ほとんど

の人が山上で仕事をしています。 

山頂にある神社の標高は 929ｍとあまり高くなく、奥に広がる山々も千ｍ弱で、

登山初心者でも登れる山として親しまれています。 

御岳山からは、七代の滝・綾広の滝を含むロッ

クガーデン（奥御岳景園地）、大塚山などのハイ

キングコースや、奥多摩・古里・五日市養沢・吉

野など、多方面へのコースが有ります。 

毎年7月初めに1戸１人又御岳登山鉄道㈱で3

名が参加し、8時 30 分より 16 時頃まで、山上・

大岳・奥の院鍋割山・高岩山・ロックガーデン・

大塚山・氷川道・日の出山養沢の各コースに分か

れ、道刈りが行われます。道刈りとは登山者や観

光客が支障なく歩ける様に、道の整備や両側の草

木を刈り払う事です。 

各々がノコギリ・ナタ・カマ・刈り払い機等を持

寄り、手弁当の無償奉仕として長時間行われてい

ますが、皆さん自分の庭を手入れする事の様に、一生懸命奉仕されています。

夕刻からは慰労会を含めた自治会総会が行われます。 

これが観光を主な仕事として生活する、御岳山自治会の最大事業です。 

又、御岳山観光協会でも景観整備の為、山上各地の下草刈が 2 日間行われて

います。 

地域の皆さんは「観光客をお迎えする」という意識が高く、普段から自宅近

辺の清掃や草取りなどをされ、訪れた人々が気持ちよく、過ごし帰られる様心

がけている事に、感謝申し上げます。 
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富岡町内の環境美化活動｛美化デーと乙黒耕地桜下草刈り｝

富岡地区の１丁目、２丁目、３丁目第一の３自治会は富岡自治協議会を組織

し、町内の活動を協力して行っています。

１ 美化デーによる環境美化活動

  自分たちの地区の環境は自分たちで守るとの考えで、環境美化活動の一環

として毎月第２日曜日に美化デーを実施しています。

各自治会ごとに地域をいくつかに分けて道路や運動広場等の清掃、ごみの

収集、除草等を行っています。また、同時に自治会館内の清掃と会館周辺の

清掃、除草等も行っています。

美化デーは町内の環境美化をすることも第一ですが、会員同士の世間話の

中から親睦も図られています。

また、この活動をすることにより、ポイ捨て、不法投棄等もなくなってい

ます。

美化デー終了後は自治会館でミーティングを行い、町内の情報、連絡等を

取り合っています。

２ 乙黒耕地桜下草刈による環境美化

成木川沿いの乙黒耕地には平成１４年に市制５０周年を記念して、桜の苗

が植えられ、富岡自治協議会で管理しています。

この桜並木の周辺の土地は、非常に

雑草が生え成長しやすく、その群生が

環境美化を阻害し、桜の花の美しさに

も影響しています。

それで６月と９月に乙黒耕地の桜下

刈りを実施し、周辺の土地の環境美化

を行っています。

毎回４０数名の会員が参加し、刈り

払い機・鎌で汗を流し、取り組んでい

ます。これにより桜の苗も順調に育成

し、毎年春には美しい桜の花を咲かせ

て見事な桜並木になり、富岡地区の住

民を喜ばせています。
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第６支会 黒沢地区６自治会（３７２世帯） 
 主担当自治会 黒沢３丁目第２自治会 

黒沢地区の６つの自治会（黒沢１～３丁目）では、青少年対策黒沢支部として毎年

恒例の「ナイトハイク」を行っています。今年も、記録的な猛暑の夏、夕方からは涼しく

なったとはいえ熱中症も心配される中、８月５日の夜実施しました。参加者は、子供２

５人、実行委員を含む大人２１人の計４６人でした。 

この黒沢地区のナイトハイクは、地区内の６つの自治会が毎年持ち回りで担当し、

６自治会の子供会役員、中学校地区委員、自治会役員をメンバーとする実行委員会

を組織して行っており、黒沢地区が一体となった活動となっています。 

 ナイトハイクのコースは、黒沢２－２自治会館をスタートし、柳川交差点を経由して

龍雲寺交差点で折り返す往復約２ｋｍを歩き、ゴールの黒沢２－２自治会館を目指し

ます。今年は、子供達の安全を第一に考え、コースはすべて歩道を歩けること、また

道路横断は信号機のある横断歩道を渡れる小曽木街道沿いで実施しました。要所要

所には、各自治会長が立ち安全監視をするとともに、黒沢駐在さんの協力も得て子

供達の安全には万全を期しました。 

 途中６つのチェックポイントには、それ

ぞれ文字を配置してあり、ゴール後、確

認した６つの文字を並べ替えて一つの言

葉にします。また数カ所に配置した「なぞ

なぞ」を解きながらゴールを目指します。 

当日は、実行委員の大人は午後５時

に集合し、ポップコーン・かき氷・焼きそ

ばの準備を始めました。主役の子供達は

午後７時に集合した後、グループ分けを

行い７時１５分には第一陣がスタート。そ

の後数分置きに各グループがスタートし

て最後のグループも午後８時にはゴール

してナイトハイクが終了。 

その後、実行委員会で用意したポップコーン・かき氷・焼きそばを振る舞われ、参

加賞のお菓子を食べながらの楽しい歓談のひと時を過ごしました。 

子供達は、午後８時４０分には解散の予定でしたが、ゴール後解散までの時間が

短かかったせいか、友達との話が弾む中なかなか帰らず、結局大人と同じ午後９時

に解散となりました。 

今年も、皆さんのご協力のお蔭で事故も無く無事終了。子供達だけでなく大人も一

緒に楽しんだ笑顔あふれるナイトハイクとなりました。 

ナイトハイク 
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第７支会  成木２丁目自治会 

「蛍を見る夕べ」について

夏の風物詩として多くの人に親しまれているひとつとして「蛍」が存在し

ます。

 蛍は、人家周辺に生息し、そこに生活する人々と共存してきました。しか

し、今の現実は田んぼの減少、農薬の散布等で減少の一途をたどっています。

そこで、青梅市や地元自治会などの協力により平成６年から成木６丁目（滝

成）で「蛍を見る夕べ」を開催しておりましたが、来場者の安全確保、駐車

場等の問題で平成９年から成木２丁目（大多磨霊園入口滝坂橋周辺）での開

催となりました。

 今では、地元の人はもとより、遠くは埼玉（浦和）、都内からも一夜の幻想

を楽しみに多くの人が訪れ、一大イベントになっております。また、地元有

志による「ジャガイモ」「野菜」等の販売もして好評を博しております。

会場周辺の様子
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根ヶ布自治会 
第八支会                   根ヶ布自治会長 石井 稔 

 根ヶ布には、古刹の曹洞宗天寧寺および由緒ある延喜式内虎柏神社（お諏訪様）があり、

その周辺には緑が多く残り自然にも触れあえる地域となっています。 

 自治会の現状は、多くの自治会と同様に、加入率が年々低下してきていることが課題と

なっています。課題はあるにしても自治会員の団結は非常に強く、自治会事業には多くの

自治会員の協力があり、第八支会の各種スポーツイベントなどは、優秀な成績を収めてお

ります。 

 それでは自治会の主な事業などを簡単に紹介します。 

◎自治会役員の選出 

自治会役員（会長・副会長２名・会計）は、２年ごとに改選されます。 

☆選出方法（選挙方式） 自治会内２６組の隣組が、会長候補１名・会計候補１名を推

薦します。この推薦された者に対し、自治会加入世帯が各１票を投じて、役員を選

出いたします。過去から運営されてきています。 

  ※推薦できない者：役員終了後、会長経験者は２０年、副会長・会計経験者は１０年

を経過するまで 

  ※辞退できる者：７５歳以上の者。病気のため診断書が提出された者。 

◎主な事業 

 ☆納涼カラオケ大会 ７月に行われる自治会最大のイベントです。申込者および各種団

体から推薦された者が、真夏の夜に多くの会員の前で、自慢の歌声を披露します。 

    このイベントには、自治会役員、白寿会（老人会）、子供会、神社、ソフトボール

愛好会、ビーチボール愛好会などが一致団結して、準備から後片付けまで行います。 

☆虎柏神社大祭への参加 虎柏神社（お諏訪様）の大祭は、８月２６日～２８日の３日

間行われる大祭です。自治会では、毎年度の総会

で、自治会挙げて協力を行う了承を受けています。 

○お殿入祭 ２６日夜間に行われる神事で、周辺の

灯りをすべて消して、提灯２灯の先導で、神官が

神歌を歌いながら、関係者が列を組んで本殿の周

りを３周して、神々を迎い入れる神事です。 

    珍しい神事ですので、多くの方々の参拝をお待

ちしております。  

○２７日 例大祭 ○２８日 奉納相撲

☆環境対策 ①美化デーとして年３回、地域の川・周辺  

 の清掃を実施 

②毎月自治会、子供会、ソフトボール愛好会による資源 

回収の実施  ほか 

☆第八支会事業への参加 市民運動会をはじめとする 

スポーツ事業、防災訓練、ふれあいフェスティバル 

などに参加 

 根ヶ布自治会を簡単に紹介しました。これからも自治会の発展や住み良い地 

域となるため団結していきます。根ヶ布自治会をよろしく。 
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新町一丁目自主防災訓練と防災の集い           新町１丁目自治会 

「平成 30 年度東京都地域の底力発展事業助成」対象事業  

新町一丁目自治会では、平成 27 年度以降毎年自主防災訓練を実施しています。 

今年度は『新町一丁目自主防災訓練と防災の集い』として、11 月 18 日（日）に開催いたしまし

た。天候にもめぐまれ多くの方々にご参加いただき、訓練を終えることができましたことは、企画

運営に携わったスタッフ全員の協力の証かと存じます。 

１．無事旗掲示と安否確認訓練 

２．炊き出し訓練

午前 10 時に訓練参加者が自治会館に集合し、災害救助用炊飯袋（ハイゼックス袋）による炊

飯訓練を実施しました

炊き上げ作業            ソーセージと温野菜  

３．救助救出訓練  

午前 11 時より自治会館に隣接する 

鈴法寺公園にて、青梅市消防団第３分 

団第１部の協力のもと、落下物で下敷 

になった人の救助方法や搬送方法の訓 

練、さらに救命訓練も実施しました。 

４．防災の集い 

午前 12 時より自治会館にて、「災害 

への一番の備えは、ご近所どうしの絆 

が大切！」ということで、炊き上がったご飯とレトルトカレー、ポリ袋を使って調理したフランク

ソーセージを食べながら、参加された地域の皆様が相互に親睦を深めました。 

＜炊き出し訓練のポイント＞ 

今回の炊き出しは、すべての調理がボイルするだけ、お湯は何度も使用することができ、鍋を洗

う必要もありません。貴重な水を節約することができ、すべての料理が個別調理で衛生的です。 

災害救助用炊飯袋による炊飯は、ご飯を炊くだけでなく、水と一緒に焼き鳥缶の中身を入れれば

鶏釜飯に、松茸のお吸い物の粉末を入れると松茸ご飯？にと、アレンジ豊富です。 

また、ポリ袋による調理方法は、いろいろな食材を調理することができ、調理次第では、肉じゃ

が、サバみそ、豚汁、善哉などアレンジが豊富です。油を使わずヘルシーで塩分控えめの調理がで

きます。食べるときに袋の端を丸めると食器の代わりにもなり、余計な洗い物がなくなります。

18 日午前 9 時に震度５弱の地震があったと想定し、

会員の各世帯が「無事です！」という黄色の『無事旗』

を玄関先等に掲示し、これを自主防災委員と隣組長が巡

回して、自治会本部と無線で連絡をとり、会員世帯の安

否確認訓練を実施しました。 

災害救助用炊飯袋の使用方法(1/2 合炊き) 

米 75ｇ、水 150  を袋に詰め、袋の空気

を抜いて、輪ゴムで閉じ、約３０分のボイ

ルでご飯が炊けます。 

ポリ袋を使用した調理方法 

ソーセージと洋風野菜ミックス、コンソ

メ小さじ 1杯をポリ袋に入れ、１０分ほど

ボイルするだけ！
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なりました。

近年の参加状況の推移。
年 開催日数（日） 延参加数（人）

H２７ ２８ １６０
H２８ ２９ １９４
H２９ ２９ １９７
H３０ ２９ ２９４

じみちに進んでいこう！　

8：30～11：30 の3時間を2回の休憩
を挟んで、涼しい環境で、子供さんたち
が「同じ空間と同じ場所を共有」するこ
とにより、将来的な自治会の発展に繋が
ることを期待したいと思います。

出会い時に挨拶が増えてきたことです。　

他の行事参加にも、子供さんへの声掛け
に意識して取り組んでおり、多くの参加
をいただいております。が、
なかなか、会員数の増加に繋がりません。

近年では、最終日に一か月の学習成果を
発表する子供さんも出てきました。　

嬉しいことは、

第九支会 末広町二丁目自治会(活動事例報告）

夏休み子供学習教室（７年を迎えました。）

自治会長　工藤泰男　　会員数　６３世帯

末広町二丁目自治会は、青梅市の東南のはずれで羽村市に隣接する地に在ります。

私達は、平成２３年３月１１日の東日本大震災を機に自治会活動を「自主防災」に方向転換

翌、平成２４年に、小中学校の夏休み期間中は自治会館を「子供たちの自習の場」として開
を考えてきました。

し、同年６月５日に末広町二丁目に居住する全世帯に防災対応の必要性を訴え「安心で安全
な居住空間の継続した維持」のため『自主防災委員会』を設立しました。
（当時の自治会加入世帯数５８戸、町内総世帯数約３６０戸）

平行して、
地域に住まわれている子供さんたちのために何ができるか？　　

最初は会員家族の子供さんだけの参加でしたが、その後は会員以外の子供さんの参加が多く

（少し残念です。現在の総世帯数が約450戸になりますが、会員数の増加に繋がりません。）

自治会館の使用実施と経費負担については、自治会員各位の理解と協力を得、また必ず開催
時間帯には自治会役員が立ち会うことで一部の役員の尽力を頂き現在に至っております。

放することに取り組み、スタートしました。
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“ご近所お助け会”で共助の輪を広げよう！
第11支会　藤橋自治会連合会 　　　　
連合副会長(第2自治会長)　湊　勲男　

　藤橋に「東北県人会」という飲んべえの会が存在します。
これは、東日本大震災を契機に、「東北地方各県の復興のために何かできることはないか」との思い
を持つ者が月に一度自治会館に集まり、東北の物産をつまみに東北の酒を飲むことで、少しでも被災
地の産業復興に寄与したいと考える会です。
　この東北県人会である日、「地域にお年寄りのお一人世帯やお年寄りだけ世帯が増えているが、互
助会のような組織で助け合いをしたい」という提案がありました。
　この提案を受けて藤橋第二自治会で役員会を開いたところ全員一致の賛同を得られ、その会の名前
を“藤橋ご近所お助け会”としました。そして、回覧で賛同者を募ったところ、11名の方から16件のお
助け項目が集まりました。（下表参照）

　そして、この会員名簿を各世帯に配布し、2016年11月に“藤橋ご近所お助け会”がスタートしました。
｢電球の交換｣や｢簡単な大工仕事｣、｢庭の草取り｣や｢包丁砥ぎ｣、｢買い物の送迎｣など、生活に密着す
る仕事を実費だけでお手伝いするわけですから、希望者が殺到すると思いきや、これがなかなか
活発になってくれません。“無料”だと、かえって遠慮があるのかもしれません。
　そこで親切の押し売りではないですが、“お助け会”側から働きかけてみました。今年3月18日(日)に
は青梅マンドリンクラブによる｢藤橋“ご近所お助け会”マンドリンコンサート｣を開催しました。

　また、自治会の集会や長寿会の集まりで使用す
る｢八雲会館｣は畳部屋なのですが、会員の津田さ
んがいろいろな高さの椅子を作ってくれました。
膝をつけない人、胡坐をかけない人など、畳に
直に座ることが困難な人にとても重宝されてい
ます。（右図は津田さんが作った椅子）
　更に、藤よしさんが日々受け付けているお助け
項目なのですが、5月25日(金)を｢包丁砥ぎの日｣に
定めて募集したところ、この日だけで20本近い包
丁を研が集まり、多くの方にプロが砥いだ包丁の
切れ味を堪能していただくことができました。
　まだまだ活発な活動とは言えないのですが、高齢化が進む中にあって“ご近所お助け会”のような共
助の輪は、ますます必要性が高まると思われるので、工夫を重ねながら焦らずに活動の定着を図って
行きたいと考えているところです。

『藤橋 “ご近所お助け会”』 会員名簿 2016年11月 1日　現在

No 分類 お名前 組 連絡先 お助け内容 料金

1 介護予防 湊　勲男 2B-2
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

梅っこ体操、介護予防体操の指導 無料

2 買い物 斎藤　順逸 5B-1
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

車での送迎（買い物など）　※時間がかかる場合は終わるころに迎えに行く ガソリン代のみ(100円程度)

3 買い物 田野倉　純男 5B-2
31-xxxx
080-xxxx-xxxx

車での送迎（買い物など）　※時間がかかる場合は終わるころに迎えに行く ガソリン代のみ(100円程度)

4 買い物 津田　敏夫 7B-2
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

車での送迎（買い物など）　※時間がかかる場合は終わるころに迎えに行く ガソリン代のみ(100円程度)

5 雑事 小林　千代子 4B-1 31-xxxx 家の中の掃除、洗濯もののお手伝い 無料

6 雑事 長橋　博也 5B-1
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

庭仕事、雑事 無料

7 趣味 湊　勲男 2B-2
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

マンドリン・アンサンブルのボランティア演奏と習いたい方へのアドバイス 無料

8 相談 大西　英治 1B-1
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

単身世帯者の諸事相談 無料

9 大工仕事 原島　亨 1B-3 090-xxxx-xxxx 簡単な大工仕事 材料費のみ

10 調理 大西　英治 1B-1
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

酒を旨く飲む男の手料理指南 材料費のみ

11 調理 吉川　五二 1B-4 31-xxxx 魚の捌き方の指導 材料費のみ

12 調理 吉川　五二 1B-4 31-xxxx 包丁砥ぎ 100～150円／1本

13 電気仕事 志田　和吉 1B-1 31-xxxx 電気まわりの雑仕事 材料費のみ

14 庭仕事 小林　千代子 4B-1 31-xxxx 花の手入れ（草むしり、庭掃除など） 無料

15 庭仕事 長橋　博也 5B-1
31-xxxx
090-xxxx-xxxx

庭仕事、雑事 無料

16 保育 斎藤　孝枝 5B-1 31-xxxx 子供の保育、他 応談

事務局　：　湊　勲男　３１－６４２９
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自治会防災活動と救急救命

今井原今井自治会長 若林正樹

 昭和 13年 4月 15日は、今井原今井自治会にとっては決して忘れてはならない日で
あります。当時はのどかな農村地域で、どの家々も夕方の準備が始まる頃だったそうで

す。

当日は、西から強い風が吹き、強風にあおられた火の粉が麦わら屋根に次々と燃え広

がって、現在の今井二丁目交差点付近から霞川沿いへと火災が延焼し入間市との県境金

子橋まで被災し、多くの住民が住宅や家財道具・そして家畜等も失うと言う困難を経験

した地域です。その教訓を決して忘れてはならないと隔年ごとの 4月には青梅消防署と
今井消防団のご協力のもとに各種防災訓練を行っております。また、自治会の夏季総会

に併せまして地域防災・安穏祈願の二百十日祭を自治会会員一丸となって行っておりま

す。

 近年は、少子高齢社会に伴い隣近所の防災と高齢者への身体的な気配りをするうえで、

平成 30年度に AED救急救命への理解と実際の初期訓練の体験を行いました。地域住
民が協力をして安全に暮らせる社会になれるように活動をしております。また、生活面

においては、焼きそばや豚汁の炊き出し訓練も行い多くの参加者を得ております。過去

に被災した経験のある地域であるだけに、    

いざっ!! と言う時の備えとして真剣にこの体験が活かせるよう取り組んでおりま
す。

子供会も参加 AED体験 長寿会も参加 AED体験

炊出しの食事体験            炊き出し訓練 豚汁作り
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《参考》  

青梅市自治会連合会自治会加入促進マニュアル 

 自治会の加入率が減少している状況の中で、加入の呼びかけ等加入促進活動を行っているもの

の、なかなか自治会の必要性を理解してもらえず、苦慮しているところです。加入を呼びかける

訪問時の基本的マニュアルを作成しました。加入促進に向けて活用していただければ幸いです。 

青梅市自治会連合会 

１.自治会の役割、機能を再確認しましょう 

自治会は、地域住民の親睦を図るとともに、地域の安全安心に取り組み、明るく住みよい 

まちづくりを住民の皆さんが協力して築いていくための団体です。 

2.訪問方法 

自治会への加入を強制するのではなく一人ひとりの力が地域づくりを支

える力となることを伝えることが重要です。加入の必要性を理解してもらい、

自発的に加入してもらうことが望ましいです。 

①訪問人数 

２人～３人 

②訪問時期 

新規転入者の場合 居住開始後、間を置かず訪問 

既居住者の場合  イベントなどの開催に合わせて訪問 

地域での人と人との 

支え合い 

「向こう三軒両隣」のつ

ながり、必要なときに支

え合う身近な顔が見える

関係づくりの場 

行事、レクリエーションなど

のイベント開催 

祭りの開催や各種サークル

活動などを通じて住民同士

の交流を深め、より良い人間

関係を構築する 

安全、安心な地域づくり 

街路灯の設置要望、点検、

防犯パトロール、防災訓

練などを通じた、安全、

安心に生活できる環境づ

くり

地域の環境美化 

ゴミ拾いや清掃など

の美化活動を協力し

て行い生活環境の維

持改善を図る

子どもや高齢者の 

見守り 

子どもや高齢者の見守

り活動を通じて、地域

住民がお互いに助け合

い、安心して暮らせる

環境づくり 

地域資源の保護

伝承 

伝統文化や自然

などの資源を守

り次世代につな

ぐなど魅力ある

地域づくり 

行政とのパイプ役 

行政などからの情報

の回覧や地域だけで

は解決できない課題

に対する、行政への

相談窓口 

このマニュアルは、自治会ハンドブックにも掲載しています。
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《参考》  

③訪問時間帯 

相手の対応可能な時間帯を考慮しましょう（夜間は避ける、休日の午前中は避ける） 

④訪問 

初回 簡単な説明にとどめ加入を勧めます。加入を断られても、まず資料を受け取ってもらいま

しょう（5分程度で済ませるようにしましょう） 

２回目以降訪問時 １週間程度時間を置き、改めて資料を持参し加入を促します。不在時は資料

を郵便受けに投函し後日訪問するようにしましょう 

⑤持っていくもの 

挨拶状、加入促進パンフレット、イベント案内チラシ（年間行事予定、活動内容等）、管内地

図等、その他必要と思われるもの 

３.説明内容 
１ 自治会の必要性 

  連合会作成の「自治会加入のご案内」およびＱ＆Ａの「自治会って何ですか？」等を参考に、

自治会活動の必要性をしっかりと伝える。 

２ 活動の具体的な内容 

  行事（支会・連合会の行事もあわせて） 

  会費の状況・自治会の範囲・隣組の構成など 

４.Q&A 
あくまでも一般例なので、各自治会の活動状況に応じてご活用ください。 

Ｑ 自治会って何ですか？ 

Ａ 環境が整備されて暮らしやすくなっていますが、それを支えているのが地域の自治会です。

地域住民の親睦、連帯感を図るとともに、交通安全や防犯、消防団などの活動を支援し、自分

たちの地域を住みよいまちにしていくための地域をつなぐ大切な組織です。 

Q 自治会ってどんな活動をしているのですか？ 

A 会員相互の親睦を図りながら、環境美化、防犯のためのパトロール、街路灯の設置維

持など、様々な活動を通じ、安全安心なより良い地域づくりを行っています。 

Q 自治会において親睦活動を行うメリットは何ですか？ 

A 地域でのふれあいの機会が多くなれば、顔見知りが増え連帯感が高まり、防犯面の安全向上

につながるほか、災害など緊急時に地域が一体となって対応できます。 

Q 自治会に加入するとどんなメリットがありますか？ 

A 自治会は、加入者が自分たちの住む地域をより良くするために考え、力を出し合って活動し

ている組織です。活動の結果、安全安心で住みよい地域となることが最大のメリットといえま

す。より良い地域づくりは多くの皆さんの参加により実現します。ぜひお力をお貸しください。 
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《参考》

★事業の詳細はホームページをご覧下さい★ 

http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/chiiki_tabunka/chiiki_katsudo/chiikiryoku/

＊ホームページは検索エンジンから、「地域の底力」で検索してアクセスすることもできます。

お問い合わせは、市内の各市民センター、市民活動推進課でも受け付けております。 

≪お問合せ先≫ 

青梅市 市民安全部 市民活動推進課 地域支援係 

電話：0428-22-1111 内線 2322   FAX：0428-22-3508

東京都は、地域活動の担い手である町会・自治会が主催して行う地域の課題を解決するた

めの取組（催し・活動等）を支援するため、「地域の底力発展事業助成」を実施しています。

≪お問合せ先≫ 

東京都 生活文化局 都民生活部 地域活動推進課 地域活動支援担当 

電話：03-5388-3166   FAX：03-5388-1331 

メールアドレス：S8000224@section.metro.tokyo.jp

１ 対象団体 

  都内に所在する町会・自治会 

２ 対象事業 

 （A）地域の課題解決のための取組 

 （B）（A）のうち、都が取り組む特定施策の推進につながる取組５区分 

 ●防災・節電活動●青少年健全育成活動●高齢者の見守り活動●防犯活動 

 ●オリンピック・パラリンピック気運醸成活動 

（オリンピック・パラリンピックへの理解促進、スポーツ普及啓発、国際交流など）

（C）複数の単一町会・自治会が共同して実施する地域の課題解決のための取組

（D）単一町会・自治会が他の地域団体と連携して実施する地域の課題解決のための取組

３ 補助限度額 

  対象事業（A）（B） 単一町会・自治会は２０万円、地区連合町会は１００万円 

  対象事業（C）    単一町会・自治会（共同）５０万円 

  対象事業（D）    単一町会・自治会（連携）３０万円 

事 業 の 概 要（平成３０年度） 

地域の底力 検 索 

東京都「地域の底力発展事業助成」 

今回の活動事例集の中でも、この助成を受けた事業が掲載されています。 

是非ご活用ください。
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